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種痘の 話が 出た ときに、 半 七 老人 はこん な こと を 

いった。 

「今 じゃあ 種痘と 云います が、 江戸時代から 明治の 初 

う ぇぽ うそう 

年まで は みんな 植 疱瘡と 云って いました。 その 癖が 付 

むかし もの 

いていて、 わたくしの ような 昔 者 は 今でも 植 疱瘡と 

云って いますよ。 こんな 事 は あなた 方が よく 御存じで 

しょうから、 詳しく は 申し上げません が、 日本の 植疱 

瘡 はなんでも 文政 頃から 始まった とか 云う ことで、 弘 

化 四 年に 左賀の 鍋 島 1K が その 御 子息 に 植苞瘡 をした と 



ま つえち よう 

玉ケ池 (松 枝 町) に 種痘 所と いう ものが 官許の 看板 を 

かけました。 そういう わけで、 その 頃から 種痘と いう 

言葉 は あつたんで すが、 一般に は 種痘と 云わないで、 

植 疱瘡と 云って いました。 さて その 植 疱瘡 をす る 者が 

まことに 少ない。 牛の 疱瘡 を 植える と 牛になる という _ 

これ も あなた 方のお 笑いぐ さです が、 その 頃に はま じ 

しろ-つと 

めに そう 云い 触らす 者が 幾ら も ある。 素人ば かりで な 

く、 在来の 漢方医の うちに も植 疱瘡 を 信じないで、 か 

れ これと 難癖 をつ ける 者が ある。 それです から 植 疱瘡 

を 嫌う 者が 多 かったんです。 外国で も 最初の あいだ は 

植 疱瘡 を 信用し なかった と 云います から、 どこの 国で 



な もの だと 云う 者 も ある。 誰かが 見つけて 連れて来て 

くれそう な もの だと 云う 者 も ある。 そうなる と、 もし 

ひとさら かどわか 

や 人攫いに でも 拐引され たの じゃあな いかと 云う 疑い 

も 起こる。 あるいは 神隠し かも 知れない と 云う 者 も あ 

り ま ^9 

今でも 時々 そんな 噂 を 聞きます が、 昔 は 人攫い だの、 

神隠し だのと いう ことが しばしば 云い 伝えられました。 

人攫い は 小 綺麗な 女の 児 を 攫って 行 くんです が、 男の 

児 も 攫われる ことがある。 これ は 遠方へ 連れて行って、 

幾らかに 売り飛ば すので すが、 神隠しの 方 は なぜ だか 

判らない。 普通 は 天狗に 攫われる の だと 云って いまし 



やってくれ」 

弥助を 出して やった 後に、 半 七 はかん がえ た。 これ 

から 菊 園へ 出向いて、 一度 主人た ちに も 逢い、 家内の 

者の 様子 を 見と どける のが、 まず 正当の 順序で あるが、 

もし 家内に かかり 合いの 者が あると すれば、 かえって 

用心させる ような 事に なって 妙で ない。 遠方から 遠 巻 

きにして、 最後に 乗り込む 方が よかろうと 思った。 も 

う 一 つに は、 きょうは 九ッ (正午) からどう しても 見 

とむらい 

送りに 行かなければ ならない 葬式が ある。 それ を 済ま 

せてから でなければ、 どこへ も 手 を 着ける こと は 出来 

ない。 又 その 出前に は 八丁 堀の 旦那のと ころへ も 顔 出 



し をし なければ ならない。 半 七は忙 がしい 体で あつ 

た。 

八丁 堀から 葬式へ まわる と、 寺 は 橋 場であった。 八 

ッ (午後 二 時) 過ぎに 寺 を 出て、 ほかの 会葬者と あと 

さきにな つて 帰る 途中で、 半 七 はふと 思いついた。 子 

うまみち 

分の 庄 太の 家 は 馬 道で ある。 弥助 をけ さ 出して やった 

ものの、 自分 も 道順で あるから ちょっと 立ち寄つ てみ 

ようと、 馬 道の 方角へ ぶらぶら 迪 つて ゆく と、 庄太は 

懐ろ 手 をして 露路の 入口に 立って いた。 

「や あ、 親分。 どこへ …… 」 

「橋 場の 寺まで 行って 来た」 



それと 入れ かわって、 半 七 は あずま 屋へ はいった。 

要り もしない 菓子 を 少しば かり 買って、 彼 は 店の 者に 
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「今 ここにい たの は 菊 園のお 乳母さん かえ」 

「そうです」 

「菊 園の 子供 はさら われた と 云う じゃあね え か」 

この 時、 三十 五六の 女房が 奥から 出て 来た。 彼女 は 

半 七に 会釈しながら すぐに 話した。 

「おまえさん、 ぉ隣リ のこと をもう 御存じな のです か」 

「そんな 噂 をち よいと 聞き ましたよ」 と、 半 七 は 店に 

腰をおろした。 「その子 供 はま だ 帰って来ない のかね」 



女房 は 往来 を 窺いながら 声 を 低めた。 「きのうの 八ッ 

半 (午後 三時) 頃に、 玉 ちゃんが 池の 端 を 歩いて いる 

の を 見た 人が あるそう で …… 。 一 人 じゃあない、 カン 

カラ 太鼓 を 売る 人と 一 緒に 歩いて いたのが、 どうも 菊 

園の 玉 ちゃんら しかった と 云う のです。 八ッ半 頃と い 

うと、 天神 さまの 御 境内で みんなが 玉ち やん を 探して 

いた 頃です から、 それが やっぱり 玉ち やんだ ろうと 思 

うのです が …… 」 

「お 乳母さん に それ を 話した のかえ …… 」 

「話しました。 それでもお 乳母さん はま だ 疑うよう な 

うち 

顔 をして、 首をかしげて いました。 家の 玉ち やん は識 



その あくる 朝 は 晴れて いたが、 二月と は 思われない 

ような 寒い 風が 吹いた。 

「どうも 悪い 陽気 だ。 この 春 は 雨が 降らね えから いけ 

ねえ」 

そんな こと を 云いながら、 半 七 は 顔 を 洗って いると 

菊 園の 番頭 要 助が 早朝から たずねて 来た。 

「毎度お 邪魔 をいた して 相 済みませんが、 実は 親分 さ 

ん のお 耳に 入れて 置きた い 事が > J ざいまして …… 」 

「なに か 又、 出来しました かえ」 



ね。 カン カラ 太鼓と か 云うよう だが …… 。 お 店の 坊や 

はそんな 物 を 玩具に します かえ」 と、 半 七 は 何げ なく 
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玉 太郎も 河豚 太鼓 を 持って いると、 要 助 は 答えた。 

先月お 福と 一緒に 根 岸へ 行った 時に、 その 太鼓 を 持つ 

て 帰った。 買った ので はない、 貰って 来たので ある。 

お 福の 宿の 魚 八で は、 近 ごろ 店の 商売が 思わし くない 

かたてま 

ので、 女房と 息子 は 商売の 片手間に 河豚の 皮 を 干して 

いる。 最初 は その 皮 を 売る だけで あつたが、 それで は 

儲けが 薄い というので、 この頃 は 泥 鉢の 胴 を 仕入れて 

来て、 自分の 家で 太鼓 を 張って いる。 もとより 子供の 



「それから、 その 女 はどうした」 

「さあ、 なにぶん 気をつけて 居りません ので、 確かに 

は 申し上げられません が、 小さい 声で 何 か 暫く 話して 

居りまして、 それから 帰った ようで ございました」 

「ど つちの 方角 へ 帰った …… 」 

「それ はどう も 判りません ので …… 」 

「白雲 堂 はどうした」 

「幸 斎さん は それから 間もなく 出た ようで したが、 そ 

れっき リ 帰って 参りません。 そのうちに 四ッ (午後 十 

時) になり ましたので、 わたくしの 店で は 戸 を 閉め ま 

したが、 それから 少し 経って 帰って来 たようで、 戸 を 



で 、 万事 打ち合わ せの 上で、 湯 島の 天神 参詣の 時 を 待 つ 

て、 玉 太郎を 連れ出す という 段取りに なった ので …… _ 

その 役目 は 弟の 佐吉が 勤めたん です が、 都合の いいこ 

とに は 玉太郎 はお 福に よく 懐いて いて、 乳母の 云う こ 

と は 何でも 肯 くので、 素直に 佐吉に 連れられて 行った 

ん です。 

けんのん 

しかし 根 岸の 家に 隠して 置く の は 剣呑で、 菊 園の 

追っ手に 探し出される 虞れ が あるので、 すぐに 玉太郎 

を 白雲 堂へ 連れ込みました。 当分 は その 二階に 預けて 

置く 約束に なって いたから です。 佐吉は その 役目 を 無 

事に 勤めお おせて、 夜 ふけに そっと 姉のと ころへ 知ら 



うち 

ものの、 子供の ことです から 家 を 恋しがって 泣き はじ 

める。 その 始末に 困って 次郎吉 のと ころへ 相談に 行く 

途中、 泣く 児 を あやす 為に 河豚 太鼓 を 買った。 それが 

私たちの 眼に ついて、 あと を 尾 けられる ことにな つた 

ん です。 お 京が 太鼓 を 買わなければ、 私たちもう つか 

リ 見逃がして しまう ところでした」 

「お 福と 次 郎吉と は 無関係 なんです か」 

「相 変らず 縁が 繋がって いるよう に 思った の は、 わた 

くしの 見込み違いで、 お 福と お 京と を 間違って いたん 

です。 ， ，- ういう 勘違いで やり 損じる- とが しばしば あ 

ります から、 早呑み込み は 出来ません。 しかし この 一 
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